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1.  第 34 回運営委員会報告 

同委員会は昭和 61 年 1 月 11 日 ( 土 ) 12 時半ょり早稲田大学大隈会館で 行われた。 出席者は以下   

0 通り ( 敬称略 ) 

加藤淑 裕 ( 会長 ), 天野実 ( 編集幹事 ), 大西夷 爾 ，岡田 益吉 ( 第 19 回大会準備委員長 ), 黒 

田行 昭 ，塩川光一郎，杉山 勉 ， 固 まりな，平木幸男，山名清隆 ( 編集主幹 ), 米田満 樹 ， 安堵 

郁夫 ( 幹事長 ), 藤原昭子 ( 会計幹事 ), 並木秀男 ( 庶務幹事 ) 

主な報告 及 議事は次の通り。 

1. 当 学会が学術会議の 登録団体になったこと。 ( 安堵 ) 

2.  D.G.D. が 600 ぺ ー ジから 813 ぺ ー ジに増大した。 これは金谷記念特等の 増加分による。 

尚 ， 6 号が初めて年内に 出来 E った 。 ( 山名 ) 

3. 学術会議では 低下した機能を 活発化する努力をしている。 又 ，分科細目に 発生生物学を 加え 

る 努力をしている。 ( 平本 ) 詳細は前号のサーキ ，ラ ー を参照して下さい。 

4. D.G.D. の海外頒布が 本年より開始されたが ， 為替相場に よ る大幅な減収が 確実であ り   

これをいかに 解決するか検討を 要する。 ( 幹事長報告の 項参照 ) 

5.  次期大会開催地として 京都大学にお 願いする方向で 検討する。 

6. 次期編集委員の 選出は次期運営委員会で 決定することとし ，会長が打診する。 

    本年は運営委員の 選挙の年であ るが，選挙管理委員は ，黒田委員を 委員長として ，三島の遺 

伝 研から選出する。 

8. 60 年度の決算 及 61 年度の予算案が 藤原幹事 よ り提出された。 ( 本号の決算 及 ，予算案の 頃 参 

照 ) 尚 ，会計監査は ，筑波大学の 高橋三保子氏 及 東大の八杉貞雄氏にお 願いした。 ( 総会での 

承認事項 ) 

庶務幹事 並 木 秀 男 

2.  事務局より 

日本発生生物学会の 事務局をお引受けしてから ，約 10 ケ 月間，主観的にほ ，なんとか無事に ， 

会員の皆様に 御 迷惑をおかげしない 程度に，事務運営が 出来たと思っております。 何らかの 御迷 

惑 をおかげ致しておりますなら ，心からおわび 申し上げます。 会員の皆様に 御 迷惑をおかげする 

ようなことがあ りましたら，御注意下さいます 様， お願い致します。 

前号のサーキュラ 一で報告致しましたよらに ，この 10 ケ 月間に発生学会が 学術会議の登録団体 

になり， DGD の海外頒布をアカデ「 ッ クプレス CAP) の手でおこ な 5 契約が出来ました。 前 

者については ，今後に残る 問題はないのですが ， DGD の海外頒布については ，極めて大きな 問 

題 が生じました。 AP との契約以前も ， DGD の海外頒布による 収入は， ドル建であ りましたの 

で， AP との契約の有無にかかわらず 事情は全く同じなのですが ， ドル安のために 発生学会の収 

入が驚くほど 少なくなってしまうことは 確実になったことです 0 1985 年末に作成され ， 1986 年 1 
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月の運営委員会で 承認された暫定予算案は ， DGD 売り上げを 12 月末のレートであ る 1 お 200 円 

で計算したものです。 この暫定予算案でも 実質的な繰越金は 減少致しております。 従って， 単 年 

度当りでは数十万円の 赤字予算です。 現在では，すでに 為替レートは 1 曲 180 円を切っており ， 

DGD 頒布に よ る収入は ， 1 ⑬ 240 円時代と比べますと 約 lR0 万円の減収になります ( 予算案作成 

時と比較して 約 ho 万円の減収 ) 。 

DGD を よ り広く国際的に 頒布し，国際 誌 とすることを 目的の 1 つとして， AP に海外頒布を 

依託したのですから ，経費節約のために nGD を現在 よ り薄くしてしまうことや ， 増 ぺージ分の 分の 

著者負担を値上げすることなど ， DGD の魅力を下げるようなことは ，出来るだ け 避けねばなら 

ないと考えています。 同時に，学会費の 値 L げも避けたいと 考えています。 

この ょう な状況で，学会を 運営するためには ，経費の節約はもちろんですが ，会費 ( 賛助会員 

も 含む 7 0 増加による増収， DGD やサーキュラ 一の広告の増加による 収入増，国内での DGD 

売上げ増加などが 必要であ ると考えられます。 我々はこれらのことに 会員の皆様の 御協力が得ら 

れることを心から 希望しております。 もし，発生学会の 予測され得る 財政危機を回避するための 

よ い案がございましたら ，事務局にお 知らせ下されば 幸 い です。 

幹事長 安 堵 郁 夫 

3. 決算 及 予算案 

昭和 60 年度決算 ( 一般会計の部 ) 
  

J 反 入 金 額 支   金 額   

学 会 費 5,462,875 DGDE ロ別製本 費 9,786, 000 

DGD 売り上げ 4,741.520  編集局経費 2,960,000 

広 告 代 877,000  事務局経費 195, 135 

賛 助 会 費 280,000  運営委員会経費 324,560 

文部省助成金   504,000 

超過ぺージ 代 912,000 サーキュラ一印刷費 (47-49 号 ) 447r000 

禾 Ⅰ 息 10,998  大会援助 費 250,000 

雑 収 入 
( 名古屋大会から 寄付を含む ) 

676,206  大学印刷別刷り 代等 539,900 

特別会計より ( 金谷記念 号 寄付 ) 11000 『 000   発送 費 542,915 

学会事務センタ 一発送 費 567,530 

  諸経費 96,800 

  事務委託費 764,784 

  DGu 保管 料 31,200 

旅 費 援 助 200,000 

送金手数料 8,700 

  

  

ⅡⅡ 計 
  

18,120,599 
り 

  17,218.  524 
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昭和 60 年度決算 ( 特別会計の部 ) 

  入 金 
額   

支   金 額 

寄   1,000,000 旅 費 援 助 1,700,000 

金谷記念 号 寄付 1,178,970  送金手数料 7,328 

  息 11,462  経 費 10 『 000 

DGD 金谷記念 号 補助 1,000 ， 000     
り   2,190,432 り 計 2,717,328 

前年度繰越金 1,897,617  次年度繰越金 1,370 ， 721     
ム Ⅱ   4,088,049 4 口 

  
  4.  088.  049       

住 1) 昭和 59 年度の繰越金は 零てしたが，実際には ，未払い金が 過剰に見積られたため ，残金があ りまし 

ナ - @ 。 

注 2) 3) 両方を加算すると ，次年度の繰越金は㌢ 1,786,595 円になります。 但し下記の理由で ，実際に 

は 赤字になっています。   
f60 年度ょり，会計報告の 決算方法を変更致しました。 従来は，未払い 金をも含めて ，決算報告 

に 掲載致しましたが ，明解にするため ，今回ょり， 1 月 1 日 -12 月 31 日までに，実際に 支払われ 

た 金額のみを決算報告に 掲載することに 致しました。 従って， 60 年度に支払われねばならないも 

め て， 12 月末に請求書が 来ていないものは 含まれておりません。 末弘 分 として， 
  

サーキュラーニロ 用Ⅱ 費 ( № 50-51) 354,000. 一 

DGDvol.27,Nh6 CE ロ別 費 ，別刷 代等 ) 2,481,415 一 

計 2,835,415 

及び f60 年度会費双安全㌢ 136,000 円を加算すゑ とダ 2,971,415 円となり， f60 年度一般会計 

      実際には，実質㌢ 1,184,820 円の赤字になります。   
以上，報告致します。     

  
昭和 61 年度暫定予算 (-n 般 会計の部 ) 」     

  入 金 。 額 支 出 金   額     
学 会 費 5,300,000  ， D  G  D  印刷製本 費     

  注 2) l 
9, 100 ， 000 

注 l) 
D aD 売上げ 4,500,000  編集局経費               '  2,1960.  O'OO 

広 告 代 870,000  事務局 ッ 230,000 

賛 助 会 費 250,000  運営委員会 ガ 400,000 
    

- 一 a 一一 



文部省助成金 

超 過 貫 代 

Ⅱ 禾 息 

雑 収 入 

4r160,000 

1,000,000 

7,000 

80,000 
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大会講演要旨実 

大会援助 費 

大学印刷別刷 代等 

ク 発送督 

学会 セ ソタ一発送 費 
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30.  000 

50,000 
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17r0371 000 

916,595 

17.  953,595 

昭和 61 年度暫定予算 ( 特別会計の部 ) 

収 入 金 額 支 金 山 

額 

寄 付 金 500.000  旅 費 援 助 600,000 

送金手数料 2,000 

く ⅠⅡ 
計 --- 500,000   ヰ計 --- 602,000 

前年度繰越金 1,370,721  次年度繰越金 1,268,721 

合 計 1,870r721 合 計 --- 目 1r870r721 

注 l) DGD の売り上げについて 

ァヵデ ， ッ クプレスの販売促進用として 500 部は実費で提供致しますので ，その分は収入が 増加する 

はずですが， ドル建て契約になっているため ( 昭和 m1 年 1 月 11 日， 1 ドル 200 円として計算 ), 為替差損 

のため，実質的には 昨年とほぼ同額又は 減少になると 考えられる。 

注 2) DGD 印刷製本費の 増加について 

ァヵヂ ， ッ クプレスの契約に 基づいて，毎号 280 部増刷されること ， 又 そのうち 1 号は販売促進用の 

ため 500 部増加するため ， 60 万円加算されている。 

為替差損は，推定 よ り更に大きくなる 可能性があ ります。 繰り越金は，大幅に 減少しております。 一 

応 赤字にならない 程度に予算を 組みましたが ，実質的には ，繰り越し金が 減少しておりますので ，赤字 

予算になっております。 会計幹事 藤 原 昭 子 

一 4 一 



4. 成茂 海外出張旅費援助の 結果 

成 度科学器械研究所寄付金に よ る海外出張旅費援助 ( 第 3 回後期分 ) を下記の 2 名に与えるこ 

とが決定した。 尚 ，応募総数 は 4 名 ( 内 ，選考双の辞退者 1 名を含む ) でした。 

野村 一也 

白首 安昭 

九 大理学部助手 International Xenopus  Meeting  において研究発表 

末大理学部大学院 組織適合性抗原の 遺伝子を導入した トラソスジ，ュ " 

クマウスの作成などの 共同研究 (NTH) 

上記 2 名には 各 20 万円が援助されます。 

5. 成 浅海外出張旅費援助者の 募集 

第 4 回前期分として 1 名を募集します。 

援 助 金 額 

応 募 締 切 

申請用紙送付 先 室
内
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日本発生生物学会事務局 

申請用紙は上記事務局に 御 請求下さい。 
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61 年度山田科学振興財団研究援助に 応募された 方は A : l 件， B : 5 件の計 6 件でしたが， 

当 学会としては 杉山 勉 ㈹， 及 大西 英繭 ㈲の両氏を推薦することに 決定し，その 旨 同財団に報告し 

たⅠ 0 

昭和 62 年度山田科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田財団から 研究援助候補推薦要領が 届きました。 応募なさる方は 学会事務局へ 推薦 書 用紙を 

申し込んで下さい。 

1) 推薦 書 用紙送付 : 61 年 9 月 

2)  申 請 期 限 : 62 年 1 月末日 ( 発生生物学会事務局あ て郵送 ) 

3) 学会内審査     2 月 

4) 財団へ推薦     3 月上旬 

推薦要領は次の 通りです。 

-" 5 一 



昭和 62 年度 山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援助の趣旨 奉財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かっ独創的な 研究に従事する 個人 
  
又はグループに 対し援助します 0 
    

援助の件数度 ひ 期間 ゲ 決定します。 

イ 件数 1 件 1 千万円以内の 援助を 10 件 選考結果の通知 

内外   昭和 62 年 7 月末造 に 推薦者及び代表研究 

口 期間 1 年を原則とします。 研究の継   者等にあ て通知します。 

続を必要とする 場合は，毎年提出された 援助金の贈呈 

推薦 書 に基づき選考します。 選考結果の通知後 2 分割して支給します 0 

推薦方法 推薦 書 送付先及び連絡先 

ィ 推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の 財団法人 山田科学振興財団 

代表者 (Yamada Science Foundation) 

  

口 推薦件数 1 推薦者ごとに 4 件以内 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ハ 推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 電話大阪 (06)  757 局 3311  W 代表 ) 
え ，ご 送付願います。 研究の成果 又は 会計の報告 ・ 

1. 所定の推薦善用紙又はその 写しに 必 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ ， 

要事項を記入したもの 5 部   研究経過，研究成果又は 会計について 報告 

  2. 添付書類 て ぺージ。 研 -5  参照 )   書の提出又は 発表を求めます。 
記載上の注意   付 

イ 黒 インクで明瞭に 記入して下さい。 イ 援助金の使途を 変更する場合には ，予め 

p  紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 本 財団の承諾を 得て下さい。 

で 迫加して下さい。 p  援助金から支出することのできない 経費 

ハ 推薦 書 第 1 頁欄外の脚注には 記入しな は，文部省科学研究費の 場合に準じます。 
いで下さい。 ハ 研究成果を文書によって 発表される際に 

二 代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研 は ， 本 財団 ( 財団法人 l-U 山科学振興財団， 
究 機関等の長から 本 援助の申込をするこ Yamada  Sc@ence  Foundation)  の援助に 

とについての 承諾を得て下さい。 よる旨を記載し ， 報 文の類いにあ ってはそ 

推薦締切期日， の 別刷 2 部，また著書の 類いにあ ってはそ 

奉財団へ推薦 書 が到着する締切期日は 昭 の 1 部をご寄贈願います。 

和 62 年 3 月 31 日 ( 火 ) です。 ニ ご 提出いただきました 推薦書及び添付 書 

選考方法 類は ，お 返しいたしません。 

選考委員会において 選考の うえ ，理事会 

研究者各位へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ) 会により締切期日及び 募集方法等 

が 異なりますから ，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ) 会にお問い合せ 願います 0 

日本天文学会 日本地球電気磁気学会 日本薬学会 日本動物学会 

日本植物学会 日本物理学会 日本化学会 日本生化学会 

日本細胞生物学会 日本免疫学会 応用物理学会 高 分 子 学 会 

日本生理学会 日本生物物理学会 電子通信学会 日本分析化学会 

日本遺伝学会 日本発生生物学会 日本金属学会 日本農芸化学会 

日本分子生物学会 日本植物生理学会 
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山田科学振興財団派遣援助申込要領 

援助の趣旨 

本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 国内邦人の個人 文 

は グループを国覚に 派遣し，学識を 交換して，学術の 国際交流を促し ， 又 研究を共 L して，相互 

に研究の学際的あ るいは国際的進展を 図る等のために ，次の ィ ．及び p. の援助を行います。 

ィ ，高度の研究業績を 持っ研究者を ，指導， ", 高度の研究活動を 実施しつっあ る新進研 

講演，討論又は 視察等を主目的として ，短 先考若干 名を ，協同研究への 直接参加を主 

期間 ( 通例 3 カ月間以内 ) 派遣するための 目的として，長期間 ( 通例 1 ヵ年間 ) 派遣 

援助 するための援助 

援助金 下さい。 

イ ・本年度の総額来日援助と 併せて 5,000 万 申込期限 

円の予定 ィ ．短期間派遣 

". 渡航費，滞在中の 国内旅費，滞在費等 出発予定 月 より 4 カ月以前の月の 115 日 

申込手続 ( 例 : 10 月に出発予定のときは 6 月 15 日 
所定の用紙又はその 写しに必要事項を 記入 が 締切り期日に 当 る ) 

し， 次の イ Ⅳ・の各文書あ るいはそれらの 写し ". 長期間派遣 

を 添え，おのおの 3 部ずっ ご 送付願います。 昭和 61 年 11 月 30 日 ( 昭和 62 年 4 月 1 日～ 

イ ・短期間派遣にあ っては， 1: 研究指導者 又 昭和 63 年 3 月 31 日に出発予定の 方 ) 

は 所属機関長の 推薦 書 2. 集会の内容を 紹 選考方法 

介する文書 3. 集会のサーキ ，ラ ー 及びプロ 選考委員によって 選考の うえ ，理事会が 

グラム 4. 派遣先と交わした 申込者又はこれ 決定します。 

に仕 る人からの往復書信等の 連絡書信 5. 申 選考結果の通知 

込 者の講演・発表等の 要旨 6. 申込者の研究 申込者にあ てて通知します 0 

報告のリスト 援助金の贈呈 

". 長期間派遣にあ っては， 1. 申込者の直接 適時贈呈します。 

指導者又は所属機関長に ょ 6 本申込及び 本 申込書送付先及び 連絡先 

研究に対する 評価又は推薦の 文書 2, 派遣 財団法人 山田科学振興財団 

中の具体的な 研究計画書及びそれを 本人が (Yamada@Science@ Foundation) 

英 ， 独 あ るいは仏訳したもの 3. 受け入れ 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 
先の発行した 招へい状及び 愛人受諾を確証 電話大阪 (06) 757 局 3311 ( 代表 ) 

する約定書 4. 派遣先と交わした 申込者又 

はこれに 伐 る人からの往復書信等の 連絡書 付 

信 5. 申込者の研究報告のリスト イ ．援助金の使途を 変更するときには ，予め 

記載上の注意 本 財団の承諾を 得て下さい。 

イ 黒 インクで明瞭に 記入して下さい 0 p. 申込者には，援助による 成果について 報 

口 紙面不足のときにほ ，同型同大の 別紙で 吉書の提出を 求めます 0 

追加して下さい。 ハ ．成果について 刊行する場合には ，奉財団 

ハ 外国人名は，フルネームを 活字体で書き ， の 援助による言書き 添え，その別刷 2 部を 

読みかたをフリガナでお 示し下さい。 邦人 お 分 け 下さい。 

名 にはフ リ ガナを付けて 下さい。 ニ，ご 提出いただぎました 申込書は，返却 い 

ニ 申込書第 1 頁欄外の脚注に 記入しないで たしません 0 
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山田科学振興財団来日援助申込要領 

援助の趣旨 

本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かっ独創的な 研究に従事する 在外の個人又はバ 

ループが来日 し ，学識を交換して ，学術の国際交流を 促し， 又 研究を共にして ，相互に研究の 学 

隙駒あ るいは国際的進展を 図る等のために ，次の援助を 行います。 

高度の研究業績を 持つ研究者が．指導，講演，討論 X は視察等を主目的として ，短期間 ( 通例 

3 カ月以内 ) 来日するための 援助 0 

援助金 昭和 63 年 3 月 31 日に来日予定の 方 ) 

イ ．本年度の総額派遣援助と 併せて 5,000  選考方法 

万円の予定 選考委員によって 選考のうえ，理事会が 

p. 渡航費，滞在中の 国内旅費，滞在費等， 決定します 0 

申込手続 選考結果の通知 

イ ．所定の用紙又はその 写しに必要事項を 申込者にあ てて 通 先口します 0 

記入する。 援助金の贈呈 

". 招 へい 状 ，推せん 書 ，連絡の往復書信， 適時贈呈します。 

来日者業績一覧表，その 他申込者におい 申込書送付先及び 連絡先 

て 補足説明を要すると 判断される場合 財団法人 山田科学振興財団 

は，その説明書を 添付する。 (Yamada@Science@Foundation) 

ハ ・ イ ． ". 共 おのおの 3 部ずつ ご 送付願い 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

ます 0 電話大阪 (06)757 局 3311  W 代表 ) 

記載上の注意 

イ ． 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 イ 寸 

ロ ．紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 ィ ．援助金の使途を 変更するときには ，予め 

で 迫加して下さい。 本 財団の承諾を 得て下さい。 

ハ ．外国人名は ，フルネームを 活字体で書 ロ ．申込者及び 来日者には，援助に よ る成果 

き， 読みかたをフリガナで 示して下さ について報告書の 提出を求めます。 

い 0 邦人名にはフリガナを 伺   げて下さい。 ハ ・成果について 刊行する場合には ， 本 財団 

二 ，申込書第 1 頁欄外の脚注に 記入しない の 援助に よ る青書き添え ，その別刷 2 部を 

で 下さい 0 % 分 け 下さい。 

申込期限 ニ ・ ご 提出いただきました 申込書は，返却 い 

昭和 61 年 11 月 30 日 ( 昭和 62 年 4 月 1  日～ たしません。 

申込要領等改訂のお 知らせ 

援 助 名 募 集 開 始 締 切 日 

来 日 

(62 年 4 月 -63 年 3 月分 ) 
61 年 4 月 1 日 61 年 11 月 30 日 

長 期 間 派 遣 
C62 年 4 月 -f6..@ 年 3 月分 ) 

・ 61 年 4 月 1 日 61 年 11 月 3n 日 

短 期 間 派 遣 
出発 月 04 カ月前の 15 日が締切目 

( 例 :61 年 10 月出発の場合 G1 年 6 月 15 日が締切目 ) 
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7.  お知らせ 

英文の原稿を 校閲して欲しい 方は ぉ 読み下さい。 

Bioscript 

Ann@ M ， Korner@ Ph ・ D   

We@ are@ pleased@ to@ announce@ the@ availability 

to@ Japanese@ scientists@ of@ an@ American@ Editorial@ Service   

Your@ manusc Ⅱ     pt@ for@ submission@ to@ any@ Ⅱ   urnal 

that@ is@ published@ in@ English 

can@ now@ be@ professionally@ edited@in@the@ United@ States   

The@ editors@ at@ "Bioscript"@ have@ doctorates@ in@ Molecular@ Biology 

and@ many@ years@ of@ experience@ in@ the@ preparation@ of@ manusc Ⅱ     pts 

on@ both@ medi   al@ and@ bi   logical@ subj   cts   

"Bioscript"@ guarantees@ complete@ confidentiality 

and@ guarantees@ to@ send@ your@ manuscript@ Wth@ correcti   ns 

back@ to@ you@ within@ four@ days@ of@ receipt ，   

The cost of ths ser Ⅴ     ce is $257   our 

up@ to@ a@ maximum@ of@ $@5/page   

and@ includes@ the@ cost@ of@ airmail@ return@ postage@ to@ Japan   

Payment@ may@ be@ made@ through@ The@ Bank@ of@ Tokyo ， Ltd   

To take advantage｛f the《ervices｛ffered by・ ， 

please@ send@ your@ manuscript ， typed@ in@ double@ space@ to     

Dr. A. M. K0rner 

"Bioscripf 

71@ Blake@ Road 

Hamden ， CT@ 06517 

U. S. A   

Tel ・ 203-785-9031   

  

 
 

 
 
 
 



    

  

8.  会 員 異 動 ( 昭和 60 年 11 月～ 12 月 ) 

く 新入会 ノ 所 属 ( ①テーマ ②材料 ) 

泉 進 都立大・ 理 ・生物 ①昆虫の変態 

②カイコ Bombyx  mo Ⅰ i 

佐 藤 征 =-  脇本 n 醗酵 東京研究所 ①細胞成長因子，分化因子と 動物細胞の増殖 

@Human@ erythroleukemic@ cell@ human 

BurRtt@ lymphome 英 矢 島 雄 茨城 大 ・ 理 ・生物 ①昆虫 胚 における胚軸決定 

② ヒ シモン ュスりカ Ch 旺 0nomus  samoensln 

小 林 直 正 同志社大・生物 ①無脊椎動物を 用いた 水 汚染の生物検定 

②ウニ・モノアラガイ 

戸 須 真理子 国立がんセンター 研究所 ①細胞工学法による 遺伝子の発現調節機構の 解 

放射線研究部 明 

(2)teratocarcinoma 

上 田 太 郎 東大・ 理 ・植物 ①細胞生物学，特に 細胞骨格の動的変化とその 

制御 

②真正 9% 菌 Physarum  polycephalum 

く 住所変更 ノ 新 住 所 

木 戸 哲 二 ( 自 ) 〒 921 金沢市長坂 1 一 9 一 11 

岩 倉 洋一郎 東大・医科研・ウイルス 感染 英 藤 谷 男 ( 自 ) 〒 229  相模原市陽光 白 5 一 19 一 5 

大 原 たかね 東京都老人 研 ・生物 

村 上 棚大邱 山口大・ 理 ・生物 

佐 野 清 北天・臨海実験所 岩 田 条 夫 札幌市白石区もみじ 白画 5 一 9 一 13 
1 ， U@ if*@ A@ j@15@ Dept ， Haematological@ Medicine ， Univ@ of@ Cambridge ， 

Cli   ical School: Hills Road ， CB・ 2＿L England   

く 退 会 ノ 

今西美知子，中居 純子，清田 裕子，山田 尚友，天野 宏，井坂 三郎，粕谷 博之， 

角谷ますみ，清水 宏次，佐野 護 ，増田 清 
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